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大谷石採取場跡地の陥没事故対策・安全対策を求める申し入れ

２月３日、大谷町地内平和観音南東の山林で、南北５４㍍、東西８４㍍、深さ約６㍍、

面積にして４，５００㎡の陥没事故が発生しました。人的被害はありませんでしたが、１

９９７年の瓦作地区の陥没以来、１６年ぶりの陥没に、市民や関係者に驚きと不安の声が

あがっています。

日本共産党は、現地調査および関係機関からの説明聴取等により、事故調査と今後の安

全対策をすすめるにあたって以下の点が重要だと考えます。

第１に、陥没のメカニズムを明らかにする調査を急ぐことです。大谷町地内の採取場跡

地では１９８９年の坂本の大陥没以降、８回の陥没事故が起きましたが、(財)大谷地域整

備公社の観測システムのデータ分析関係者は「これまでとは違うメカニズム」による陥没

の可能性を指摘しています。今回は、崩落に伴う最初の振動波形がとらえられてから振動

回数４回、約１８時間の短時間で陥没に至りました。もともと天盤を支える残柱が細いこ

と、ガケに近接した場所であること、３．１１大震災による影響などが考察されるとのこ

とです。大震災の震度６強の揺れにより、坑内の天盤と残柱の接続部分が弱まった可能性

があり、その影響も含めて、陥没のメカニズムを多面的に調査する必要があります。

第２に、大震災による廃坑への影響の徹底調査が必要です。３．１１以降、３０５カ所

の廃坑のうち、ボーリング調査で坑内の状況を確認したのは５、６カ所(新規のボーリング

は２カ所)とのことです。過去の陥没カ所など構造的に脆弱さが指摘されている北東、南西

方向に連なる地形には、継続した監視が必要な廃坑が相当数あると見られます。今後も大

きな地震・余震が起こりうることから、今回の陥没カ所の調査と安全対策にとどまらず、

他の廃坑も含めた調査をおこなうべきです。

第３に、観測システム等の観測・監視体制強化が必要です。今回の陥没事故の把握と近

隣住民への周知は、土・日だったことも重なり遅れました。整備公社の観測・監視システ

ムの業務委託には、休日・夜間対応の職員の人件費が含まれておらず、委託業者の「企業

努力」に依拠している側面があります。崩落・陥没の判断は人でなければできないことか

ら人員強化が必要です。

大谷石採取場の安全対策は第一義として採石業者の責任ですが、採石業の許認可、災害

防止に責任を負う国・経産省、県の責任は重大です。国・県・宇都宮市が連携してすみや

かに安全対策を講じるべきです。ついては、日本共産党は、県が国、市、採石業者、関係

団体と連携して一刻も早い陥没事故の原因究明と安全対策をすすめるよう下記のとおり申

し入れます。
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記

１．今回の陥没事故の「陥没のメカニズム」を多面的に調査し早急に明らかにする

こと。

２．３．１１大震災による廃坑への影響を徹底調査すること。とくに、今回の陥没

現場と過去に陥没し構造的に脆弱さが指摘されている北東、南西方向に連なる地

形に属する廃坑のボーリング調査をおこなうこと。

３．今回の陥没事故調査ならびに他の廃坑の調査を徹底するための予算を組むとと

もに、大谷石採取場跡地の安全対策に責任を負う国・経産省にも協力を求めるこ

と。

４．(財)大谷地域整備公社の予算を拡充し、観測システムの休日・夜間の監視体制

の強化をはかること。

以上


